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【イベントレポート】 
⼤学⽣のための体験型ワークショップ ゲーム“Get The Point“を通じて SDGs を学ぼう！ 
 

 
 
近年、「SDGs」という⾔葉を⽿にすることが多くなりました。実際に、さまざまな企業が持
続可能な社会を⽬指し、SDGs の取り組みを⾏っています。そんな SDGs 実現に向けてカギ
となるのが「リース」の活⽤です。しかし、リースがどのように SDGs に役⽴っているのか
疑問に思う⼈もいるのでは？ そんな疑問を解決すべく、リースの仕組みを理解しながら
SDGs について学べる「体験型ワークショップ」が開催されました。今回は、その模様をご
紹介します！ 

■リース事業ってなんだろう？ 

そもそも「リースってなに？」と思われている⼈もいるのではないでしょうか？ そんな⼈
のために、リース事業協会の広報調査委員会 委員⻑である森⽥さんにお話を伺いました！ 
基本の知識を学んで、⼀緒にリースの理解を深めましょう。 
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森⽥さん リースは、「企業に必要な機器や設備を代わりに購⼊し、⽉々に定額で貸し出す」
という事業です。通常、企業が業務を⾏うためには、パソコンやコピー機などの設備が必要
なため、莫⼤な設備投資費⽤がかかります。しかし、リースを利⽤することで初期設備費⽤
を抑えることが可能です。企業が求めるものをリースという形で提供することで、円滑な企
業活動のサポートを⾏っています。 
 
また、リースは⻑期間利⽤することが多く、「１つのモノを⻑く使うこと」も特徴です。ほ
かにも、使⽤期間が終わった製品の再利⽤にも積極的に取り組んでいます。そのため、SDGs
な取り組みとして⼤きな注⽬を集めていますよ。 
 
 
◇リース事業のポイント◇ 
1.リースは企業に「必要なモノ」を貸し出す事業 
2.リースを活⽤することで設備導⼊コストを抑えることができる 
3.数年間の利⽤など⽐較的⻑期間の契約が多い 
4.モノを⻑く使う、再利⽤するといった SDGs にも貢献するビジネス 
 
【リースをもっと知りたい！】 
URL: https://www.leasing.or.jp/ 
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■SDGs を楽しく学べる「Get The Point」を体験！ 

 
リース事業と SDGs の仕組みについてより深く知るべく、イベントでは SDGs を楽しく学
べるボードゲーム『Get The Point』を活⽤。SDGs について理解するきっかけにしていき
ましょう。 
 

 
『Get The Point』は、6 種類の資源カードを組み合わせて、スマホや⾞などのアイテムを
作成し、そのアイテムに設定されたポイントを集めるボードゲーム。資源カードは、「鉄や
半導体といった限りがあるもの」と「⽊や⾁といった時間がたてば増えるもの」にわかれて
います。いかに効率的にポイントを獲得できるかを考えるのがこのゲームの醍醐味です。 
 
1 ゲーム⽬は個⼈の利益を優先し、2 ゲーム⽬では他者と協⼒して持続的に豊かになること
を⽬指します。「⼈と協⼒することや世界を持続させることが、どうして求められているの
か。」「⾃分たちはこれからの時代をどのように⽣きていけばいいのか。」など、SDGs の軸
である考え⽅を理解できます。 
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では、早速 1 ゲーム⽬をスタート！ 
1 ゲーム⽬は個⼈戦。チームのなかで⾃分が 1 番利益を出せるように挑んでいきます。 ゲ
ームが始まると、⼀⻫に資源を使⽤し個⼈利益を伸ばしていきます。どのグループも 4 周
⽬ほどで資源が枯渇し終了。時間がたてば増える資源までなくなってしまいました。 
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1 ゲームの結果をふまえて、2 ゲーム⽬もスタート！ 
2 ゲーム⽬は 1 ゲーム⽬から変わってチーム戦です。「上⼿にやり繰りをして 11 周⽬を迎
えること」を⽬指してプレーしていきます。すると、全てのチームが 10 周⽬をクリアし 11
周⽬に到達し、資源カードも多く残る結果に。さらに、1 回⽬のゲームよりもそれぞれが多
くのアイテムを所有していました。 
 
好き放題に資源を使うとすぐになくなってしまいますが、⽬標を持ち、協⼒することで限り
ある資源を⼤切にしながら豊かに暮らせるといった、まさに SDGs の真髄を学びました。 
 
 

■リースとサステナビリティ 

『Get The Point』を遊ぶことで SDGs の重要さを改めて実感した後は、各テーブルでリー
ス会社の担当者から「リース事業がサステナビリティな社会の実現にどのように貢献して
いるのか」を詳しく学びました。 
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例えば、「限られた資源を合理的に使う」という点。リースで使ったものは、再びリース会
社に戻り、使えるものは再販し、利⽤できないものは資源を取り出して再利⽤します。リー
スでは、こういった「使⽤→回収→再販・資源化」を効率的に⾏うことが可能です。この仕
組みはサステナブルな社会の実現に⽋かせません。 
 
リース事業は、SDGs の達成において重要な「3R」（リユース、リデュース、リサイクル）
という資源循環の考え⽅を重視しています。このほか、地⽅創⽣などにも取り組んでいるこ
とを学ぶことができました。 
  

■オリジナルのサステナブルカードを作ってみた 

 
『Get The Point』では、ゲームの途中で「サステナブルカード」という、持続可能な取り
組みによって有利にゲームが進められるカードが登場します。次はそんなサステナブルカ
ードを先程学んだリース事業の取り組みを参考に、グループごとに学⽣が作成。今回は学⽣
グループのなかから 3 チームを紹介します！ 
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このグループは、CO₂の削減に着⽬し、「新しい運送⼿段」という名前のサステナブルカー
ドを作成しました。物流にドローンを活⽤することで CO₂の削減だけでなく、地域活性化
にも貢献。こうすることで、物流が⾏き届かない⼭間部などのエリアにも配達を可能にでき
る⼀⽯⼆⿃なアイディアです。 
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こちらのグループは「サステナブルな教育」と題したカードを作成しました。これから未来
を担う世代への教育に⼒を⼊れることで、サステナブルな社会の実現を⽬指すというもの
です。⻑期的なビジョンでの SDGs の取り組みと⾔えますね。 
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リース事業の核ともいえる「3R」（リユース、リデュース、リサイクル）を取り⼊れたサス
テナブルカードを作成するグループもありました。限りある資源だからこそ、有効に利⽤す
ることも SDGs 実現のために重要です。 
  
【リースの魅⼒をもっと知りたい！】 
URL: https://www.leasing.or.jp/ 
 

■まとめ 

みなさんいかがでしたか？ 参加学⽣のみなさんはリース業界への理解を深めるとともに、
ゲームを通して SDGs の⼤切さも学べたようです。リース会社のスタッフから「その視点
は素晴らしい」と評されるほど優秀なオリジナルのサステナブルカードを作成し、イベント
での学びをすぐにアウトプットできた学⽣もいました。みなさんも、この機会にリース事業
や業界に⽬を向け、新しい気づきや学びを得てみてください。 
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【過去のイベントも⾒たい！】 
URL: https://www.leasing.or.jp/workshop/index.html 
 

■INFORMATION 

 
『公益社団法⼈ リース事業協会』は、全国のリース会社を会員とする公益社団法⼈です。
リースおよびリース事業に関する調査研究、広報等の事業を⾏うことにより、リース事業を
通じた持続可能な社会の実現を⽬指しています。 
 
【公益社団法⼈ リース事業協会の HP はコチラ！】 
URL: https://www.leasing.or.jp/index.html 

 
提供：公益社団法⼈ リース事業協会 


